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まちの話題

議会だより

特集「決算」

お知らせほか

10月号の主な内容体ぶつけ熱戦展開

　龍郷町４大行事のひとつ「相撲大会」があ

りました。校区代表の力自慢のほか、小学生

１年生の豆力士も登場。白熱した取り組みが

展開され、応援席も熱気に包まれました。

（大会結果は３ページに掲載）

　　（第 56 回龍郷町相撲大会）
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Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場総務企画課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成 27 年９月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

2,976
6,068
2,937
3,131

　同
同
+2
-2

　社会に貢献してきたお年寄りの長寿を祝う「敬老
会」が町内ほとんどの集落で開かれました。趣向を
凝らした発表や豊年相撲などがあり、各会場には敬
老者の笑い声が響きました。
　瀬留集落では「敬老祝賀会」を開催。祝唄や祝舞
のほか、今年４月に小学校入学を祝ってもらった新
１年生もお礼のステージに上がり盛り上げました。

地域支えた長寿に感謝
各集落で敬老会

長寿を祝った敬老会（瀬留集落）

▲

　龍郷町は昨年に引き続き、地元の魅力をＰＲする
「ふるさとＣＭ」を撮影しました。ロケ地は、手広海
岸周辺にあるハート型の潮だまり「ハートロック」。
近年注目を浴びるパワースポットを舞台に、30 秒の
ＣＭを仕上げました。
　作品はテレビ局主催の作品展に出品。平成 28 年
に通常のＣＭとして放送される予定です。

テーマは「ハートロック」
ふるさと CMを制作

▲

「ハートロック」での撮影風景

▲

宝くじ助成事業（一般コミュニティー助成事業）

　平成 27 年度宝くじ助成事業（一般コミュニティー助成事業）を利用して、下戸口集落と赤尾
木集落は、ガス発電機、放送設備一式、野外テント、折イス、液晶テレビなどを導入しました。
　今回購入した備品は、両集落コミュニティーセンターに設置されました。集落行事など、様々
なコミュニティー活動を通じて幅広く活用されることで、集落の活性化に期待されています。

集落の活性化に一役！
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　町制施行 40 周年記念平成 27 年度第 56 回龍郷町相撲大会（龍郷町体育協会
主催）が９月 27 日、町相撲場で開催されました。町内各校区から力自慢の力士
が出場。持てる限りの力と技で熱戦を繰り広げ、大会を盛り上げました。
　開会式では、大勝校区の　川未竜選手（大勝小６年）が力強く選手宣誓。団
体戦には小学生 12、中学生３、一般７チームが出場し、学年・階級別で行われ
た個人戦は約１２０名が土俵に上がりました。
　大会結果は次のとおり。（敬称略）
▼団体戦【小学生】①龍瀬Ａ②赤徳Ｂ③大勝Ａ、大勝Ｂ　【中学生】①赤徳Ａ②戸口③赤徳Ｂ
　　　  　【一般】①秋名Ａ②戸口③大勝、赤徳
▼個人戦

【小学１年】①山田響（赤徳）②泰江琉翔夢（龍瀬）③德永結太（赤徳）川口大海（龍郷）
【小学２年】①満尾寿來（龍瀬）②俵幸平（大勝）③大山宗祐（赤徳）久保武蔵（赤徳）
【小学３年】①新島弘将（大勝）②山口來徒（戸口）③田畑愁人（戸口）榮蓮人（龍瀬）
【小学４年】①龍丞一朗（龍郷）②重信俊介（大勝）③豊山太一朗（赤徳）久保壱砂（赤徳）
【小学５年】①新島伊武起（大勝）②竹山陸斗（赤徳）③黍田慶太郎（龍瀬）植田小太楼（戸口）
【小学６年】①栄龍征（龍瀬）②瀧文汰（赤徳）③園田好太朗（龍瀬）宮﨑由羅（龍瀬）
【中学１年】①柳悠里（戸口）②野村竜輝（赤徳）③池尚裕（赤徳）小山田拓実（赤徳）
【中学２年】①且大吾（赤徳）②碇山悟大（赤徳）③押川眞陛（赤徳）
【中学３年】①前田龍威（龍瀬）②嘉江弥那斗（戸口）
【一般軽中量級】①泰江真太郎（龍瀬）②岩崎祐太（龍瀬）③隈元伸之助（秋名）東江雄一（龍瀬）
【一般重量級】①窪田一仁（秋名）②福哲也（戸口）③小松大志（龍郷）前田誠（龍瀬）

秋名（一般）赤徳（中学）龍瀬（小学）が制す
町制施行記念　第 56 回龍郷町相撲大会

▲

小学生～一般まで熱戦が繰り広げられました　　　　　団体小学生の部で頂点に立った龍瀬

　　　　団体中学生の部を制した赤徳　　　　　　　　　一般の部３連覇を果たした秋名

土
口
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・一般質問（４名が登壇）・・・・・      ６～９ページ
・議決結果   ・・・・・・・・・・・    　  １０ページ

龍郷町

議会だより
発行 /龍郷町議会

編集 /議会だより編集委員会

〒 894-0192

大島郡龍郷町浦 110 番地

ＴＥＬ 0997-62-3111（内線 155）

ＦＡＸ 0997-62-2535

平成２７年第３回定例会

第１６７号

　福島県・相馬地方町村議会議長会（会長・大谷友孝飯舘村議会議長）の６名

が、行政視察のため龍郷町を訪れました。議会運営について意見を交わしたほ

か、本町の特色ある取り組みとして「人口減少対策」「島育ち産業館」「子ども

博物学士講座」について研修を行いました。
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問　

　

今
後
の
具
体
的
な
構
想
は
。

　

答
（
町
長
）

　

町
と
し
て
は
定
住
人
口
の
増

加
を
図
る
目
的
で
、
空
き
家
再

生
等
推
進
事
業
を
活
用
し
、
秋

名
・
幾
里
集
落
に
１
棟
ず
つ
整

備
し
、
地
域
活
性
化
を
図
っ
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
度
は
「
地
方
創
生
総
合

戦
略
」
を
策
定
す
る
予
定
で
あ

り
、
そ
の
計
画
の
中
で
内
場
地

区
と
荒
波
地
区
で
人
口
増
減
な

ど
、
地
域
で
の
格
差
を
ど
の
よ

う
に
解
決
し
て
い
く
の
か
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
荒
波
地
区
の
有

す
る
自
然
や
伝
統
文
化
、
観
光

の
振
興
、
地
域
特
性
を
生
か
し

た
農
業
の
振
興
な
ど
総
合
戦
略

に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

定
住
促
進
条
例
等
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。（
ひ
と
り
親
家
庭

の
誘
致
）

　

答
（
町
長
）

　

荒
波
地
区
に
お
い
て
は
、
人

口
が
著
し
く
減
少
し
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
早
急
な
対
策
が
必

要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ひ

と
り
親
家
庭
の
誘
致
も
含
め

て
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の
支
援

制
度
を
色
々
な
角
度
か
ら
論
議

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

問　

　

龍
郷
小
学
校
、
円
小
学
校
、

秋
名
小
学
校
、
龍
北
中
学
校
の

児
童
生
徒
数
と
学
校
統
合
に
な

る
前
の
対
策
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

平
成
33
年
度
ま
で
の
児
童
生

徒
数
は
別
表
（
※
下
段
）
の
と

お
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
児
童
生
徒
数
の

推
移
だ
と
、
平
成
31
年
度
は
小

学
校
は
数
人
に
な
り
、
龍
北
中

学
校
も
複
式
学
級
に
な
り
ま

す
。

　

今
後
の
対
策
は
、
活
性
化
対

策
事
業
に
よ
り
、
児
童
生
徒
が

現
状
維
持
あ
る
い
は
、
増
加
が

一
番
良
い
方
策
だ
と
考
え
ま

す
。
校
区
と
集
落
と
協
議
し
な

が
ら
、
里
親
制
度
や
親
子
留
学

制
度
の
導
入
等
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
今
後
の
児
童
生
徒
数

の
推
移
を
注
視
し
て
い
き
ま

す
。

議
員
発
言

　

こ
の
よ
う
な
児
童
生
徒
数
を

窪田 圭喜 議員

回
避
す
る
た
め
に
も
、
総
合
戦

略
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、
ひ
と
り

親
家
庭
を
優
遇
す
る
目
的
の
定

住
促
進
条
例
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
支

援
制
度
等
を
策
定
し
て
い
た
だ

き
、
元
気
の
あ
る
荒
波
地
区
に

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

荒
波
地
区
の

　
　
　
　

活
性
化
に
つ
い
て

荒
波
地
区
の
小
・
中
学
校
の

見
通
し
に
つ
い
て

自然や伝統文化が根付く荒波地区

                                      

次の定例会は１２月を予定しています。

あなたも議会を傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

当日は受付用紙に住所氏名を記入するだけです。

小規模校間で実施される合同学習

（人）
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問　

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
５
市
町
村
連
携
で
の
画

期
的
な
取
り
組
み
で
は
あ
り
ま

す
が
進
捗
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）

　
「
奄
美
大
島
総
合
戦
略
」
推
進

本
部
を
５
月
に
設
立
し
、
作
業

部
会
を
２
回
と
住
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
随
時
作
業
部
会

や
推
進
本
部
を
開
催
し
、
最
終

的
に
12
月
ご
ろ
を
目
途
に
策
定

す
る
計
画
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

空
き
家
対
策
に
伴
う
、
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
。

　

答
（
町
長
）

　

龍
郷
町
空
き
家
情
報
登
録
制

い
て
は
、
昨
年
度
に
実
行
委
員

会
を
設
立
し
、
町
内
外
か
ら

２
０
１
作
品
の
応
募
が
あ
り
、

入
賞
20
作
品
を
今
年
２
月
に
表

彰
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
町
民

フ
ェ
ア
に
合
わ
せ
て
第
２
回
目

の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

　　

問　

　

有
良
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
の
延
命
対
策
と
し
て
、
浄

化
槽
の
濃
縮
汚
泥
の
搬
入
は
で

き
な
い
の
か
。

平岡 馨 議員

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。管
理
委
託
業
者
と
協
力
し
、

無
届
・
無
管
理
の
浄
化
槽
の
掘

り
起
こ
し
を
実
施
し
て
、
適
正

な
検
査
を
行
い
水
質
の
保
全
に

努
め
施
設
の
延
命
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

問　

　

町
が
独
自
で
減
量
で
き
る
濃

縮
汚
泥
に
よ
る
、
堆
肥
施
設
の

設
置
は
で
き
な
い
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

場
合
は
多
大
な
経
費
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
補
助
事
業
等
の
選

定
や
用
地
の
確
保
及
び
建
設
費

の
積
算
、
中
継
タ
ン
ク
や
汚
泥

脱
水
施
設
及
び
堆
肥
施
設
は
建

設
予
定
地
周
辺
の
住
民
の
同
意

が
得
ら
れ
る
の
か
、
現
在
使
用

し
て
い
る
堆
肥
と
比
較
し
て
年

間
生
産
量
や
販
売
単
価
、
効
用

で
遜
色
が
な
い
か
等
も
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
庁
内
及
び
関
係
機
関
と
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

度
（
空
き
家
バ
ン
ク
）
を
平
成

23
年
12
月
に
要
綱
を
作
成
し
導

入
し
て
い
る
と
ろ
こ
で
す
。
そ

の
内
容
は
、
空
き
家
の
有
効
活

用
と
定
住
促
進
を
図
っ
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

問　

　

自
衛
隊
官
舎
の
誘
致
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　

答
（
町
長
）

　

動
向
を
見
極
め
な
が
ら
情
報

の
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

国
民
文
化
祭
の
動
向
と
準
備

状
況
は
。
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス

ト
の
現
状
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

国
民
文
化
祭
に
つ
い
て
は
、

チ
ラ
シ
の
配
布
や
懸
垂
幕
、
横

断
幕
を
掲
げ
周
知
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
町
内
は
も
ち
ろ
ん
奄

美
群
島
内
へ
行
政
無
線
や
新

聞
、
ラ
ジ
オ
等
い
ろ
い
ろ
な
媒

体
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

答
（
町
長
）

　

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ

　

答
（
町
長
）

　

搬
入
す
る
機
材
が
無
い
の
で

新
た
に
機
材
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
濃
縮
汚
泥
の
処
理

用
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
な
い

た
め
機
材
の
ト
ラ
ブ
ル
で
維
持

管
理
費
が
増
加
し
、
市
町
負
担

金
が
増
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

　

問　

　

汚
泥
再
生
処
理
施
設
の
延
命

対
策
は
。

　

答
（
町
長
）

　

町
独
自
の
対
策
と
し
て
は
、

浄
化
槽
の
定
期
管
理
を
徹
底
し

使
用
者
へ
の
適
正
使
用
を
周
知

有
良
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

施
設
の
延
命
対
策
に
つ
い
て

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

有良汚泥再生処理センター

たつごうエッセイコンテストの作品集
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問　

　

総
合
振
興
計
画
に
載
せ
な
が

ら
そ
の
後
の
進
展
が
な
い
の
は

な
ぜ
か
。

　

答
（
町
長
）

　

議
員
か
ら
こ
れ
ま
で
も
関
連

す
る
質
問
を
受
け
て
お
り
ま
す

が
、
国
か
ら
整
備
す
る
予
算
内

示
が
少
な
く
事
業
の
進
捗
が
遅

れ
て
お
り
ま
す
。
町
全
体
の
財

政
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
、
本

茶
～
安
木
屋
場
線
の
事
業
完
了

後
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

問　

　

本
茶
～
安
木
屋
場
線
の
終
了

を
待
っ
て
か
ら
整
備
と
な
る
と

計
画
よ
り
さ
ら
に
遅
れ
る
こ
と

に
な
る
が
。

　

答
（
町
長
）

　

現
在
、
町
で
は
２
路
線
を
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

の
予
算
で
進
め
て
お
り
、
本
茶
～

安
木
屋
場
線
が
平
成
29
年
度
終

了
予
定
で
す
の
で
、終
わ
り
次
第
、

測
量
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

　

問　

　

測
量
設
計
に
あ
た
っ
て
要
望

す
る
こ
と
は
、
潮
位
の
上
昇
に

よ
る
高
潮
対
応
の
整
備
と
カ
ー

ブ
の
解
消
で
す
が
考
え
は
。

　

答
（
町
長
）

　

こ
の
路
線
は
児
童
生
徒
の
通

学
路
や
周
辺
に
ホ
テ
ル
等
が
あ

り
、
車
の
往
来
も
多
く
歩
道
が

な
い
状
況
で
非
常
に
危
険
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
要
望
に
沿
う
よ
う
関
係
機

関
と
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

道
路
の
草
刈
り
や
、
未
舗
装

路
の
ジ
ャ
リ
補
修
、
ト
ラ
ロ
ー

プ
で
囲
ま
れ
た
危
険
個
所
が
何

十
年
も
放
置
さ
れ
て
い
る
が
管

理
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　

答
（
町
長
）

　

草
刈
り
や
軽
微
な
補
修
は
町

の
作
業
員
、
そ
れ
以
外
は
業
者

に
依
頼
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
ご
指
摘
の
と
お
り
管
理

者
と
し
て
安
全
を
守
る
責
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
随
時
補
修
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

観
光
活
用
で
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
の
フ
リ
ー

ス
ポ
ッ
ト
を
公
共
施
設
で
整
備

し
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

中原 正栄 議員

図
る
考
え
は
。

　

答
（
町
長
）

　

本
町
で
は
役
場
庁
舎
、
り
ゅ

う
ゆ
う
館
、
中
央
公
民
館
で
整

備
が
さ
れ
活
用
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
奄
美
自
然
観
察

の
森
で
も
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
整

備
さ
れ
次
第
、
設
置
す
る
考
え

で
す
。
ま
た
、
島
育
ち
産
業
館

や
手
広
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
施

設
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

町
内
の
要
所
に
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
、
防
災
に
活
用

す
る
考
え
は
。

　

答
（
町
長
）

　

動
画
と
な
り
ま
す
と
、
フ
ァ

イ
ル
サ
イ
ズ
の
都
合
上
、
運
用

で
は
コ
マ
送
り
の
映
像
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

屋
入
～
赤
尾
木
線
の

　
　

整
備
計
画
そ
の
進
捗
は

光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
の
観
光
・

防
災
活
用
の
考
え
は

町
道
の
保
守
管
理
に
つ
い
て

高潮の影響で冠水する芦徳町道

役場庁舎内のフリースポット

整備計画がある屋入～赤尾木線
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問　

　

複
式
簿
記
へ
の
取
り
組
み
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

国
が
統
一
的
な
基
準
に
よ
る

地
方
公
会
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
平

成
27
年
に
取
り
ま
と
め
て
お
り

ま
す
。
内
容
と
し
て
は
、
統
一

的
な
基
準
に
よ
る
財
務
書
類
の

作
成
手
順
な
ど
を
示
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
を
参
考
に
し
て
、

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
３
年
間
で
す
べ
て
の
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
作
成

し
、
予
算
編
成
等
に
積
極
的
に

活
用
さ
れ
る
よ
う
通
達
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
は
、
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
て
平
成
25
年
度
か
ら

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国
は
、

本
年
度
か
ら
関
係
機
関
に
お
け

る
職
員
の
研
修
会
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
無
償
提
供
も
行
う
予

定
で
す
の
で
、
平
成
29
年
度
ま

で
に
公
表
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

松
枯
れ
の
立
木
の
処
理
の
事

業
展
開
は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

本
町
に
お
け
る
松
く
い
虫
被

害
は
平
成
22
年
度
か
ら
年
々
増

加
傾
向
と
な
り
、
平
成
25
年

度
は
対
前
年
度
比
４
２
４
％
、

平
成
26
年
度
が
対
前
年
度

２
４
４
％
と
激
増
状
況
が
続
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
年
度
に

つ
き
ま
し
て
も
、
県
か
ら
の
委

託
業
務
に
よ
る
伐
倒
駆
除
事
業

を
11
月
ご
ろ
か
ら
実
施
す
る
予

定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

耕
作
放
棄
地
の
取
り
組
み
状

況
は
。

　

答
（
町
長
）

　

平
成
21
年
度
か
ら
耕
作
放
棄

地
再
生
利
用
交
付
金
を
活
用
し

て
、
雑
草
、
雑
木
の
除
去
等
の

再
生
作
業
、
堆
肥
の
投
入
な
ど

の
土
づ
く
り
作
業
、
再
生
農
地

へ
の
作
物
の
作
付
け
作
業
や
施

設
等
の
整
備
な
ど
、
耕
作
放
棄

地
解
消
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
支
援
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
が
増
え
つ
つ
あ

る
状
況
の
中
で
、
一
次
産
業
の

発
展
に
は
必
要
な
取
り
組
み
だ

と
考
え
て
お
り
、
耕
作
放
棄
地

を
引
き
受
け
て
作
物
生
産
を
再

開
す
る
農
業
者
等
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
県
の
協
力

も
い
た
だ
き
な
が
ら
支
援
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

問　

　

電
子
黒
板
へ
の
移
行
状
況
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

電
子
黒
板
に
つ
き
ま
し
て

は
、
パ
ソ
コ
ン
や
書
画
カ
メ
ラ

等
デ
ジ
タ
ル
教
材
も
含
め
、
学

力
向
上
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
効
果
的
な
活
用
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
小
型
化
・
軽

量
化
が
進
ん
で
お
り
、
各
学
校

か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、
よ
り

使
い
や
す
い
も
の
を
計
画
的
に

順
次
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

教
師
自
身
の
活
用
技
術
の
向

上
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
町
内

各
学
校
に
も
、
実
践
を
積
ん
だ

職
員
や
電
子
黒
板
等
の
活
用
に

慣
れ
た
職
員
も
お
り
ま
す
の

德永 義郎 議員

で
、そ
の
職
員
が
中
心
と
な
り
、

実
践
及
び
研
究
を
深
め
る
こ
と

で
、
教
師
自
身
の
活
用
技
術
も

向
上
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

財
政
に
つ
い
て

農
林
業
行
政
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

町内で見られる松くい虫被害

円小学校で導入されている電子黒板
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　龍郷町の民生委員一行が、龍郷町議会の平成
２７年第３回定例会一般質問を傍聴しました。
　民生委員の方々は、誰もが安心して暮らしや
すい地域社会を作るために、町民の身近なとこ
ろで相談・支援を行っています。
　今後の活動に役立てるため、一般質問で取り
上げられた内容（町政全般）に熱心に耳を傾け
ていました。

民生委員が議会を傍聴
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○平成 26 年度歳
入歳出決算規模
　平成 26 年度の
歳 入 歳 出 決 算 規
模 は、 前 年 度 と
比 較 し て 歳 入 2
億 8 千 8 百万円、
歳 出 2 億 9 千 2
百万円それぞれ増
額となりました。
　これは、国の経
済対策事業や前年
度の繰越事業によ
る投資的経費の増
額が影響している
と考えられます。

※地方債
　自治体が借金を
する行為または借
金そのものを指し
ます。自治体の予
算では、その年度
に 使 う お 金 は そ
の 年 度 に 得 る 収
入（町税や地方交
付税など）で賄う
ことになっていま
すが、それでは多
額の費用がかかる
事業を行うことは
困難なため、その
財源不足を補う手
段として自治体が
お金を借り入れる

「起債」という制
度があります。

　平成２６年度

龍郷町一般会計決算の状況
　　                              （地方財政状況調査資料より-総務企画課）
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※義務的経費
　必ず支出しな
ければならない
経費、または容
易に減らすこと
が出来ない経費
をいい、人件費・
扶助費・公債費

（その年度の借
金の返済金）が
これにあたりま
す。

※職員数
　正職員の総数
( 特別会計や一
部事務組合への
派遣職員も含ん
でいます。）

※投資的経費
　 普 通 建 設 事
業・災害復旧事
業 の 総 体 を い
い、主に公共事
業などの社会資
本整備のための
建設事業費を指
します。地域経
済の活性化には
必要な経費です
が、投資的事業
に依存し、財源
不 足 を 補 う た
め 安 易 に 地 方
債（借金）を増
発すれば、将来
的に財政圧迫の
原因ともなりま
す。

・Ｈ１８補助事業の増は、大勝小校舎建設費が主な要因

・Ｈ２０補助事業の増は、特定公共賃貸住宅建設費が主な要因

・H ２１補助事業の増は、地域ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ基盤整備事業、小学校大規模改造事業が主な要因

・H ２２補助事業の増は、地域情報通信基盤整備事業、小学校大規模改造事業が主な要因

・H ２４補助事業の増は、小学校・屋内運動場の改修事業が主な要因

・H ２５災害復旧事業の減は、奄美豪雨災害復旧事業の完了が主な要因

・Ｈ２６補助事業の増は、小・中学校屋内運動場の改修事業が主な要因
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平成２６年度一般会計歳入歳出の
性質別状況（地方財政状況調査資料）

支　出
収　入

歳　入 歳　出

平成２６年度　龍郷町の家計簿
※一般会計決算額を千分の一に縮小し、12 カ月で割っ
て一般家庭の家計簿に置きかえて表しています。
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　龍郷町は、今年も年末恒例の「プレミアム商品券」を販売します。町内の取り扱い加盟店
74 事業所（配布済みチラシ裏面参照）で利用ができます。
　※タバコ、公共料金の支払い、ビール券、切手等の換金性の高い商品は購入できません。

「龍郷町プレミアム商品券」 を販売します！
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た
め
ら
わ
ず
に
児
童
相
談
所
や
市
町
村

窓
口
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
期
間
中
、

鹿
児
島
県
で
は
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

【
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
】
１
８
９
（
お

近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま

す
）

▼
平
成
27
年
度
標
語

　

『
「
も
し
か
し
て
」　

あ
な
た
が
救
う

　

小
さ
な
手
』

（
兵
庫
県　

佐
見
津
真
美
さ
ん
の
作
品
）

女
性
の
人
権
相
談
強
化
週
間

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職

場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
そ
の
他
、

女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
で
お
困
り
の

方
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
お
電
話
下

さ
い
。
相
談
は
法
務
局
職
員
及
び
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

　

左
記
の
期
間
、
特
に
体
制
を
強
化
し

て
電
話
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　

（
期
間
以
外
で
も
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
）

▼
期
間　

平
成
27
年
11
月
16
～
22
日

▼
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

　

鹿
児
島
県
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
等
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年
11

月
を
「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
不
法
投

棄
防
止
の
啓
発
活
動
や
不
法
投
棄
防
止

パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
こ

の
機
会
に
、
一
人
ひ
と
り
が
「
不
法
投

棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ
け
た

ら
す
ぐ
電
話
を
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

不
法
投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

　

産
業
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
を
発
見

し
た
ら
、
お
近
く

の
地
域
振
興
局
（
支

庁
）
保
健
福
祉
環
境
部
ま
た
は
県
庁
廃

棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
☎
０
９
９

‐
２
８
６
‐
３
８
１
０
（
サ
ン
パ
イ
ゼ
ロ
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で

す
。
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
る
た

め
に
「
お
か
し
い
な
？
」
と
感
じ
た
ら
、

▼
時
間

　

平
日
午
前
８
時
半
～
午
後
７
時

　

土
・
日
曜
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
同
週
間
以
外
は
平
日
午
前
８
時
半
～

午
後
５
時
15
分
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
‐
２
５
９
‐
０
６
８
４

裁
判
員
／
検
察
審
査
員

　

平
成
28
年
度
の
「
裁
判
員
候
補
者
」

ま
た
は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
」
そ
れ

ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有
す
る

県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま

す
。
選
定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ
は
、

11
月
中
旬
ご
ろ
に
「
裁
判
員
候
補
者
名

簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
検

察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お

知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
２
つ
の
制

度
で
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先

【
裁
判
員
】
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事

部
裁
判
員
係

☎
０
９
９-

２
２
２-

７
１
５
７

【
検
察
審
査
員
】
鹿
児
島
検
察
審
査
事

務
局 

☎
０
９
９-
８
０
８-

３
７
１
９

恩
給
・
戦
没
者
等
移
動
援
護
相
談

　

戦
傷
病
者
や
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に

対
す
る
援
護
や
軍
人
恩
給
に
関
す
る
疑

問
等
に
つ
い
て
、
鹿
児
島
県
庁
社
会
福

祉
課
の
職
員
が
、
直
接
、
県
民
の
皆
様

の
ご
相
談
に
応
じ
る
「
移
動
援
護
相
談
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
遠
慮
な

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
内
容
「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
」「
戦
没
者
等
の
妻
に

対
す
る
特
別
給
付
金
」「
戦
傷
病
者
等

の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
」「
援
護

年
金
」「
旧
軍
人
の
恩
給
や
扶
助
料
」「
そ

の
他
、
日
頃
か
ら
援
護
や
軍
人
恩
給
に

関
し
て
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
」

▼
相
談
日
時
・
会
場

平
成
27
年
11
月
19
日
（
木
）

午
後
２
時
～
４
時
半

大
和
村
役
場
２
階
第
１
会
議
室

平
成
27
年
11
月
20
日
（
金
）

午
前
９
時
～
正
午

奄
美
市
役
所
４
階
中
会
議
室

　

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

相
談
内
容
に
関
す
る
資
料
を
お
持
ち

の
方
は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

①
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※平日に接種できない場合は 11 月 8 日（日）
午前の役場会場をご利用ください。

※注射手数料３, ４００円　　　※新規登録料３, ０００円
※必ず、首輪・引き綱（リード ) を着用すること。
※排泄物（フン）は、飼い主が始末しましょう。
※飼い犬の転出・譲渡・死亡した場合は届け出が必要になりますので、必ずご連絡ください。

【お問合せ先】生活環境課　☎０９９７－６９－４５２５

　

詳
し
く
は
県
庁
社
会
福
祉
課
恩
給
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
８
２
８

町
学
校
保
健
研
究
大
会

　

龍
郷
町
学
校
保
健
会
（
会
長
・
晨
原

弘
久
戸
口
小
校
長
）
は
、
平
成
27
年
度

「
龍
郷
町
学
校
保
健
研
究
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
講
演
で
は
、
大
き
な
社
会

問
題
の
ひ
と
つ
「
薬
物
乱
用
」
を
取
り

上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
が
原
因
と
な

る
事
件
や
事
故
が
発
生
し
た
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
の
薬
物
入
手
な
ど

が
、
身
近
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

薬
物
を
使
用
す
る
こ
と
の
怖
さ
の
ほ

か
、
奄
美
の
現
状
に
つ
い
て
理
解
し
た

り
、
保
護
者
と
し
て
子
ど
も
が
薬
物
に

手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

普
段
ど
ん
な
関
わ
り
方
を
す
れ
ば
よ
い

か
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

平
成
27
年
11
月
20
日
（
金
）

受
付
午
後
２
時
15
分

・
研
究
大
会
（
講
演
を
含
む
）

午
後
２
時
半
～
４
時
半　

▼
場
所　

龍
郷
町
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

り
ゅ
う
ゆ
う
館
文
化
ホ
ー
ル

平成 27年度秋期巡回狂犬病予防注射

▼
講
演　

演
題
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
と
薬

物
乱
用
防
止
に
つ
い
て
」

▼
講
師　

大
久
保
研
吾
氏
（
名
瀬
保
健

所
衛
生
薬
務
係
薬
務
技
師
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
９
７
‐
62
‐
２
１
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
７
‐
62
‐
３
０
８
５　

（
戸
口
小
学
校　

進
・
若
松
）

り
ゅ
う
ゆ
う
館
映
画
上
映

　

体
育
・
文
化
セ
ン
タ
ー
り
ゅ
う
ゆ
う

館
は
、
話
題
の
教
育
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「
み
ん
な
の
学
校
」
を
上
映
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
子
供
に
居
場
所
が
あ
る
学

校
づ
く
り
を
目
指
す
大
阪
市
立
南
住
吉

大
空
小
学
校
の
取
り
組
み
を
追
い
続
け

た
作
品
で
す
。
発
達
障
害
が
あ
る
子
供

も
、
自
分
の
気
持
ち
を
う
ま
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
子
供
た
ち
も
同
じ
教

室
で
学
び
、
教
職
員
や
保
護
者
、
地
域
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お

知

ら

せ

案

内

板

②

　

　

駐
在
員
事
務
所 

☎
０
９
９
７
‐
53
‐

９
１
０
３

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
平
成
26
年
度
に
75
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
を
対
象
に
、
口
腔
検
診
（
お

口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い

き
と
過
ご
せ
る
よ
う
、
口
腔
検
診
を
受

け
て
お
口
か
ら
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

検
診
の
期
限
は
平
成
27
年
12
月
31
日

ま
で
で
、
検
診
料
は
無
料
で
す
。
県
内

の
歯
科
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
５
月
末
に
圧
着
ハ
ガ
キ
で
受

診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
お
手
元

に
な
い
方
は
新
た
な
受
診
券
を
発
行
い

た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
業
務
課
保
健
班

☎
０
９
９
‐
２
０
６
‐
１
３
２
９

密
輸
情
報

　

長
崎
税
関
で
は
、
従
来
か
ら
覚
せ
い

が
一
体
と
な
っ
て
子
供
た
ち
を
見
守
る

と
い
う
あ
る
べ
き
教
育
の
姿
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。

　

▼
日
時　

平
成
27
年
11
月
27
日
（
金
）

午
後
６
時
半
～

▼
入
場
料　

大
人
５
０
０
円

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

り
ゅ
う
ゆ
う
館

☎
０
９
９
７
‐
62
‐
５
５
６
６

自
衛
官
候
補
生
２
次
募
集

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
は
、

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
２
次
募
集
を

行
い
ま
す
。

▼
募
集
資
格　

平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
日
本
国
籍

を
有
し
て
い
る
健
全
な
者

▼
採
用
予
定
人
員
数　

数
十
名

▼
受
付　

平
成
27
年
11
月
30
日
必
着

▼
試
験　

平
成
27
年
12
月
11
日
・
12
日

（
予
備
日
）
13
日

▼
場
所　

鹿
児
島
県
大
島
支
庁
（
11
日
）

陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地
（
12
、
13
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
☎
０
９
９

‐
２
５
３
‐
８
９
２
０
、
奄
美
大
島

剤
、
大
麻
、
指
定
薬
物
な
ど
の
不
正
薬

物
及
び
け
ん
銃
な
ど
の
社
会
悪
物
品
の

密
輸
阻
止
の
た
め
、
警
察
や
海
上
保
安

部
等
と
連
携
し
て
水
際
取
締
り
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
「
密
輸
に

関
す
る
情
報
」
の
提
供
を
常
時
お
願
い

し
て
お
り
、
密
輸
摘
発
の
貴
重
な
手
掛

か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
話
や
う
わ
さ
を
耳
に
さ
れ
ま

し
た
ら
、
税
関
へ
一
報
願
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

 h
ttp

:/
/

w
w

w
.c

u
s

t
o

m
s

.g
o

.j
p

/

n
a
g
a
s
a
k
i/

　

密
輸
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
４
６
１
‐
９
６
１

ど
ぅ
く
さ
ポ
イ
ン
ト
交
換

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
活
動
に
付
与

さ
れ
る
「
ど
ぅ
く
さ
ポ
イ
ン
ト
」
の
商

品
券
交
換
が
11
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

カ
ー
ド
と
印
鑑
を
持
っ
て
保
健
福
祉
課

（
☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
６
）
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
平
成
28
年
２
月

末
締
め
切
り
で
す
。

11
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

場
所
：
各
集
落
公
民
館
な
ど

時
間
：
午
前
９
時
半

　
　
　

午
後
２
時
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・
牧
山
清
治
さ
ん
（
故
牧
山
タ
ケ
子
さ
ん
）

秋
名
集
落
、
秋
名
稲
葉
会
、
幾
里
稲
穂
会

・
井
ノ
上
メ
リ
江
さ
ん（
故
井
ノ
上
義
さ
ん
）

秋
名
稲
葉
会
、
幾
里
稲
穂
会

・
岩
切
順
夫
さ
ん
（
故
岩
切
タ
ツ
さ
ん
）

瀬
留
老
人
ク
ラ
ブ
、
名
瀬
瀬
留
郷
友
会

社
会
福
祉
協
議
会

11
月
行
事
予
定
表

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
宮
口
孝
廣
さ
ん
（
故
宮
口
リ
ン
子
さ
ん
）

・
山
口
倫
子
さ
ん
（
故
山
口
秋
良
さ
ん
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
9
月
届
出
】

  

池     

姫きら
ら星

宮
下　

和わく
も雲

  

西     

梨り
り
な
々
夏

窪
田
　
梛な
お生

中
水
　
晴はる
た太

城
崎
　
琉
り
ゅ
う
じ
ん
仁

山
口
　
由ゆ
り莉

　
（
敬
称
略
）

中
戸
口

浦浦嘉
渡

芦
徳

中
勝

下
戸
口

保
護
者
名

陽
喜

直
也

政
宗

映
仁

教
仁

孝
至

慎
也

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
９
月
届
出
】

森
田　

マ
ツ
エ

箕
輪　

ミ
ツ
子

神
守　

タ
ツ
エ

岩
切
　
タ
ツ

  

屋     

武
市

牧
山
　
タ
ケ
子

（
96
）

（
98
）

（
91
）

（
98
）

（
61
）

（
91
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

浦嘉
渡

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

瀬
留

屋
入

秋
名

香 

典 

返 

し 

お 

礼

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

  1（日） 特定健診（厚生連健診）脱漏 18：00 ～
りゅうゆう館

  2（月）
 特定健診（厚生連健診、ＪＡ職員健診） 18：00 ～
 まんげらん体操教室 13：30 ～ 嘉渡公民館

  6（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～ どぅくさぁや館

  7（土） 第 30 回国民文化祭かごしま 2015
　　　　「西郷南洲翁の足跡と大島紬」他   9：00 ～ りゅうゆう館

11（水） 母子歯科相談 13：30 ～
どぅくさぁや館

13（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

15（日） 第 50 回龍郷町駅伝競走大会   8：30 ～ 玉里～秋名
16（月） まんげらん体操教室 13：30 ～ 嘉渡公民館
18（水） たつごう在宅家族の会 14：00 ～ 町中央公民館
19（木） 歯科健診 13：00 ～

どぅくさぁや館
20（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～
24（火） お腹スッキリ運動教室 19：30 ～

27（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

28（土） 町制施行 40 周年記念釣り大会（1 日目） 検量は 29 日
14：00 ～

島内一円
（検量は玉里漁港）29（日） 町制施行 40 周年記念釣り大会（2 日目）

11
月
法
律
相
談

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会

が
共
同
で
「
奄
美
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
て
お
り
、
龍
郷

町
民
も
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
※
電
話
予
約
が
必
要

で
す
（
先
着
順
）

▼
12
日
（
木
）
午
後
１
～
４
時
半

▼
19
日
（
木
）
午
前
９
時
半

～
11
時
半

▼
26
日
（
木
）
午
前
11
～
12
時

　
　
　
　
　
　

午
後
１
～
３
時
半

　

◇
ひ
と
り
30
分

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係
☎
52
‐
１
１
１
１

（
内
線
１
７
１
５
・
１
７
１
６
）

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。
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電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

10
O

ctober
2015

満一歳になりました。

この子たちに誇れる町をみんなでつくりましょう。

   りゅう   あ ず み　　　　　　　

Ｈ 26.10.20　生

父 照和 / 母 由美香 龍郷

龍 あず美 ちゃん

 おおしげ  ゆうま　　　　

Ｈ 26.10. 26　生

父 真尚 / 母 ゆうき 上戸口

大茂 佑真 くん

いわさき こうすけ　 　　

Ｈ 26.10.30　生

父 勇作 / 母 千尋 赤尾木

岩崎 浩祐 くん

志
～
西
郷
南
州
翁
の
足
跡
～
ま
と
め

　

今
回
、
広
報
た
つ
ご
う
１
月
号
か
ら
９
月
号
ま
で
の
計
９
回
に
渡
っ
て
連
載
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
紙
芝
居
の
作
成
は
、
小
学
生
の
歴
史
・
郷
土
の
歴
史
学
習
の

一
助
に
な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
で
し
た
。
実
際
に
は
学
校
や
地
域（
敬
老
者
の
集
い
）、

町
の
イ
ベ
ン
ト（
龍
文
祭
）な
ど
様
々
な
場
で
実
演
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

郷
友
会
で
の
反
響
も
あ
り
、
今
後
は
出
来
る
だ
け
多
く
の

方
た
ち
に
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

と
も
す
れ
ば
「
愛
加
那
の
人
生
は
孤
独
だ
っ
た
」「
淋

し
い
人
生
だ
っ
た
」
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
果
た
し

て
そ
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
西
郷
は
傷
心
を
こ
の
奄

美
で
癒
し
、
人
間
ら
し
さ
を
取
り
戻
し
蘇
生
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
紛
れ
も
な
く
、
愛
加
那
や
菊
次
郎
、
菊
草
と
い
う

守
る
べ
き
も
の
が
出
来
た
こ
と
に
よ
る
強
さ
か
ら
で
す
。

　

愛
加
那
は
、
一
人
に
な
っ
て
も
夫
の
活
躍
や
２
人
の
わ

が
子
の
幸
せ
を
祈
ら
な
い
日
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
会

え
な
い
辛
さ
、
語
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
、
時
代
が
そ
う
さ
せ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
子
を
思
う
気
持
ち
は
昔

も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ほ
ぼ
同
じ
時
代
を
生
き
た
天
璋
院

篤
姫
と
比
較
し
て
も
引
け
を
取
ら
な
い
、
波
乱
の
時
代
を
強

く
逞
し
く
生
き
た
奄
美
の
偉
大
な
女
性
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
愛
加
那
、
菊
次
郎
、
菊
草
に
つ
い
て
、
よ
り

深
く
、
こ
れ
か
ら
も
研
鑽
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

創
作
紙
芝
居『
愛
加
那
物
語
』連
載
を
終
え
て
・・・

志
塾
・
西
郷
塾 

〈参考文献・資料〉
「愛加那記」木原三郎／著
「西郷のアンゴ（島妻）愛加那」

潮田聡、木原三郎／著
「龍郷町誌・歴史編」　他


